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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

· 3/5の監査に向けて、今月中に11月分までの記録を外し3階の書庫のカルテに閉じる事。

また、カルテチェック表は既存の書式を使用する。

· 2/24（金）SST研修あり。該当者は出席する事。

＜事例検討＞

大下　良悦様　　　62歳　　　統合失調症　　　利用　2年5ヶ月　　出席率95～100％

検討内容　　評価・計画の見直し、情報共有

長期目標：病状の安定を図りながら継続した通所利用をする。

中期目標：①病状の変化に気付き、対処出来るようにする。

②プログラムへ積極的に参加する。

短期目標：①不安な事や困った事があれば、スタッフへ相談する。

②時間に遅れないよう早めの準備と行動を心掛ける。

実施計画　①病状変化（言葉が出ず動きが止まる・小刻み歩行・表情の強張り等）が見られないか観察をする。また、病状変化が見られ次の動作に移れずにいる際は、状況を確認し次の行動へ移れるよう声掛けを行う。

②居眠りをしていたりトイレに行きプログラムに遅れることがある為、予定時間が過ぎていることや遅れないよう声掛けを行う。また、入浴予定時間に合わせた行動が出来ているか観察し必要時介入する。

③プログラム中の居眠りがあったり、活気がみられない場合は、睡眠状況の確認をする。

現在の状況　

①について

· 最近は動きが固まっている事はあまり見られない。

②③について

· プログラム中、休憩中も居眠りしている。

· 居眠りで椅子から落ちそうになる事あり。

青山荘より情報提供

· 夜間、自室から出てくる様子は見られない。本人もぐっすり眠っていると話される。

· プラモデル制作の希望あり、購入している。作業療法への取り入れを考えている。

· 今後、青山荘終了後は生活の見守りが出来る施設へ入所予定。

延長すると、今後3年間利用出来る予定。

· 調理で行動が止まり、ガス等の取り扱いに危険性がある。

今後の計画
· 現状維持していく。

＜青山荘より情報提供＞

· 山田　吉夫　様～青山荘での日課やミーティングへの参加は殆ど出来ておらず、引きこもり　

気味になっているとの事。気分転換に自炊を促すと、時折行っている。

声を掛けても反応はうすい。服薬は確実に行っているとの事。

· 青木　紀子　様～デイケアでは訴えはないが、青山荘ではもやもや感があると訴えている

との事。

· 鈴木　茂子　様～青陽館では殆ど毎日のように幸房のパンを2～3個購入しているが、青山荘

で食べている様子は見られないとの事。

· 東海林　康之様～入所者様からの情報で、金銭的に苦しいと話していたと情報あり。

＜プログラム検討＞

· 3月分のプログラム決済済み。2月分のテキストと差し替え予定。

· プログラムのアンケートを2/29（水）までに大谷地へメールで提出して下さい。

＜新書式検討＞

· 情報収集シートと報告書を連動させるように修正中。明日（2/24）までに提出する。

＜治療環境整備＞

· 1Ｆ男女トイレの便座の汚れをスポンジで取り除いている。

· 3/5（月）の監査に向けて、掃除を徹底して行いましょう。

· 備品チェック表の見直しを行っている。終了後はSGMへ添付して終了の報告する事。

＜業務改善＞

○事業計画の振り返りと今後取り入れたい事

· ご家族とのつながりについて、行事にご家族を招待しているが参加人数が少なく、改善が必要となる。

· 書式の見直しを行い、より多く利用者と接する時間を持てるようにする。

· 評価シートを作成し利用時に評価を行い、どこまで達成出来れば退所になるのか本人と退所の目処を考える事が出来るようになる。

· プログラムの内容が重複している物は一緒にする。

· プログラム内容を深い物にしたい。

· 作業療法では、目的を持った作品作りを促す。

＜利用者様情報＞

· 大久保　恒夫様～本人より電話あり、数日間眠れない日が続いており担当医へ相談し眠剤を

増薬してもらったと報告されている。また、来週の利用日は欠席したいと訴えている。理由は、特定利用者にかんしゃくを起こしてしまい、特定利用者と会うとトラブルを起こしてしまいそうだから欠席すると話されている。

· 山田　健次　様～本日来所され入浴されている。本人より、積雪が多い為タクシーで帰りた

いと訴えている。自分の携帯電話でタクシーを呼んで帰宅していただく

予定。

· 中村　弘明　様～ささクリニックより、ナイトケアの体験利用の了承を得たと報告あり。

2/29（水）にナイトケア利用予定との事。食事も日清へ発注すると話されている。

また、表情の冴えなさあり、気分の浮き沈みがあると話されている。

· 久保　清美　様～定時になっても来所されず、携帯電話に電話するが連絡が取れていない。

本人宅を訪問するが車がなく不在となっている。ご家族・訪問看護へ連絡し、本人が床屋に行きたいと言っていたと情報あり捜索するが不在となっている。ご家族は「そっとしておいて下さい」と話されている。午後は近隣のパチンコや温泉を捜索し、1時間毎に携帯電話に連絡する事としている。

· 高島　吉太郎様～青風荘より、37℃台の発熱があった為12時・15時に体温測定を行ってほしいと申し送りあり。

＜外来情報＞

· 上久保　善郎様～採血結果異常所見なし。体重を減らすようアドバイスされている。

· 山田　吉夫　様～採血結果異常所見なし。

· 大久保　恒夫様～「腹が立つ事があり、眠れなかった」と話されている。トラブルを起こさ

ないよう以前約束している為、我慢していると話されている。

スローハイム（眠剤）が臨時処方となっている。

